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表 1 西 日本における ｢一撲｣の発生状況 (明治4年 8月～12月)
? ? ??
月 .日 国 名 県名 旧藩主 石高(万石) 地 域 旧藩主留ーめ要求 要 求 . 展 開 その他 参加人数 被
処 罰者 得 物 焼打8/4-10/4 安芸 .備後 広 島 浅野長勲 外 42余 ほ ぼ全 域 ○ 新政に反発,長訓の上京阻止,県官殺傷,尾
道町押 鼻首1,斬罪3,絞 竹槍 .鉄砲 ○公機関 .割庄屋 .庄屋 .豪農商など
約 寄だけで 罪5,准流19,徒32, ･鎌 .ナ夕200軒打ちこわし,鎮撫隊出動,発砲,死傷者多
数 〔武一騒動〕 も4万数千 杖321,苔193 ･カマギ8/8- 8/16 伊 予 大 洲 加藤泰秋 外 6 ほ ぼ 全域 ○ 負担の軽 減 .蘭方医の追放 等 11か条,大洲若 宮河 原に屯集,大洲町-乱入
,大惨事山 本尚 徳自殺,三島町の蘭方医等を襲撃 (郡中 騒動) 4万 竹槍.小銃8/9 筑 前 福 岡 黒田長知 外 47余 ○ 表粕屋郡28か村庄屋が県庁に押しかけ,旧知事留任を歎願,※10月頃｢県政と相成,黒田公御東移之事件郡々小前之もの共大不服,逮
.鞍 .秦 .穂之郡内ちと不穏｣｢兎角百姓不服｣｢近国ハ同様年貢納運杯ノ風聞有之｣(4-5人召捕)8/12
美 作 津 山 松平康倫 親 10 廃藩置県の趣旨徹底のため管内を巡回していた権大参事鞍懸寅二郎暗殺される8/15- 9
/上 伊 予 松 山 久松走昭 書並PE) 15 浮穴 .久米 ○ 隠田 摘 発再検地増 徴反対.神社仏堂 取こ 入牢 40-5 0,校罪2,竹槍 .鉄砲 ○郡はじめほぼ全域 わし 反 対等,久米 郡租税課 を
はじめ大庄屋 .庄屋等を襲撃 , 帳 簿 類 焼却, 武力鎮症,※9/27-10/7諸郡 惣 代 共上京し,旧知事再 任交渉 .歎 願 (大 蔵 省 ) 懲 役 (10年 ) 1,准流(10年)1 ･刀剣8/16 美 作 真 嶋 三浦顕次 享並F)Fj 2.
3 奥 筋 (⊃ 8/16旧知事留任歎願書を提出(村々庄屋･年寄 .百姓代,市中とも連印),8/28小 前多数旧知事
引留めに出る,ll/3-6旧知事帰県等要求,砂鉄稼小屋焼払 准流68/28 伊 予 小
松 一柳頼明 外 1 ○ 旧知事上京に際し｢民心沸騰仕不容易｣状況となる,説諭により帰村
8/下 伊 予 今 治 久松走法 妻地口日 3.5 宇摩郡など ○ 旧知事発駕差止めの動き,大勢出浮出 雲 母 里 松平直哉 親 1
能 義 郡 (⊃ 東母里光現寺に屯集,県参事の説諭により帰村 (多数
???????? ?
??
9/中～ 9/下 但 馬 久美浜 不穏,県知参事県庁護衛のため歩兵1小隊の派遣を兵部省
に要請9/20- 9/24 備 後 福 山 阿部正桓 譜 10 ほ ぼ 全域 ○ 新政に反発,上京阻止,県官 .戸長 .副役宅など焼打 .打ちこわし,軍隊出動,発砲,死傷者 入牢250-260,うち
小田県庁へ引渡5-6 竹槍 .腰鎌等 ○5110月以前 備中
.讃岐 倉 敷 -挟蜂起等の風聞あり10/6 石 見 浜 田 松平武聡(越智) 親 1
8 安濃 .避摩･邑智 一向宗擁護 .邪宗反対 .増徴反対,-漢計画発覚 捕縛 510/12-10/16 伯者(因幡･播磨) 鳥 取 池田慶徳 外 38余 日野郡多里村外
年貢米の納方につき旧税法存続要求,節倉庫建設反対,※下旬人民動揺 会見郡で騒動 1800余 首謀者投獄 竹槍10/13-10/14 播 磨 姫 路 酒井忠邦 手並p日 15 神東 .神西 △ (※8月旧知事留任歎願書を提出)新政に 万 投獄200余,断罪l, .鉄砲 ○
飾東 .飾西 反発,県官殺傷,官舎 .大庄屋宅など焼打,帳簿類焼却 高札破却,武力鎮圧,発砲 死傷者多数 (7万程) 准流2,杖14,苔33,珂責110/14-10/16 但馬 .播磨 生 野
朝来 .多可神東 神西 新政に反発,県官殺傷,鉱山器 械所に放火,県庁-押寄,出石 .龍野 .和歌山県の常備兵出動 約2000(6万) 死罪17ほか 竹槍 .鉄砲
○10/20-10/22 播 磨 山 崎 本多忠明 章主leFTEl 1 宍 粟 郡 △ 年貢3割引等を要求
,役所への強訴計画,龍野 .安志両県の兵約200人が出動 捕縛21,入牢610/20-10/2
2 長 門 清 末 毛利元純 外 1 豊 浦 郡 △ 新政に反発,戸長他打ちこわし 発頭人絞罪 竹槍 .銃等ll/2 伊 予 宇和島
伊達宗徳 外 lo金 宇和郡上灘地方 県政に不満,宮寺-屯集(不穏) 捕縛4ll/25-12/6 備 前 岡 山 池田章政 31.
磐梨 .赤坂 △ (※8月村々里正 目代惣代共ら旧知事留 7000以上 懲役6,准流 1,徒 竹槍 .刀 . ○5 ･津高 .上追 .児島 任の歎願書
提出),新政に反対,貢租負担軽減 ,大里正 .里正を襲撃,出兵,発砲,死者5.傷者4 3,購罪金19,珂責1 斧 .鎌等1? ? ? ?



































月 日 国名 郡 名 府県名 地 域 原 因 .要
求 形態8 信濃■ 筑 摩 伊 那 県 妻寵.蘭村 尾張藩有林の官
有化反対〔説諭〕 愁 訴10 羽前但馬 村 山二 万 山 形 県京 都 府 山寺.蔵増.塚 山寺村新開田を小前が作付を行ない,水 論越之目 寺津 灰塚.中野目 藤内新田村岸田村 用水不足
のため,流束郷村から抗議物価騰貴から越訴ll.12 伊賀 名張.伊 安濃津県大聖寺福 島 中.世
古口.比 租法改悪反対,名張.阿保 .佐那具 打ちこわ-14 伊勢 賀,外
奈地.国津村,外分校 中島.作 町などの商家をおそう しll.24 能登
岩代 鹿 島伊 達紫 波 尿物代助成廃止反対,十村役人の廃 打ちこわ～29ll 見.菅波村半日村など22か村中片寄.稲藤村 止要求,租税吏への反感,4
2戸打潰,1000人〔発砲により退散,農民
1人即死〕入会山不正境紛争 し山 論若 松 県 貢米半数延納 愁 訴12.3
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表3 各県下での流言
県 名 異人政治 耶蘇宗 女.午(鶏)売渡血取.油取 土地取 西洋医砺種痘 毒流 伝信機 土地 租
税 解放令 そ の他新 谷 ○ ○
子取広 島 ○ ○ ○
○ 涙銀大 洲 ○
○ 四国を○取られる ○
○松 山 人.午○ ○
高 松 ○福 山 ○ ○ ○ ○
























































































? ? ? ?
｢-挟｣発生 県 名 異人関係 蘭方医追放 県官人事 土地関係 租 税 関 係 戸籍調査 寺社宗教 解政令反対 士族知行(帰農反対)
散髪廃止 その他増徴反対 年貢減額 運上.雑税減額.免除 石代相場廻米廃止 年貢
管理 条 件 付年 貢 等上納 拒 否8/4- 広 島 異人.耶蘇宗○
○ ○ ○ 涙銀疑惑8/8- 大 洲 ○ ○ 相場
○ 従前通○ 社寺免租○総社建設反対 ○
産物会所廃止.他宿自由一十r; 浜 田 ○ 神教反
対一肉宗擁護○10/14- 生 野
○ 検地反対○ ○ ○ 良木伐採反対○ ○
人民入替反対10/20- 活 末 ○
人 文 学 報
表5 廃藩置県前後の雑新政府の政策









ス(注) 『法令全書』による｡て,｢-挟｣は総じて新政反対 ｢-挟｣ として捉える
べきであり,それぞれ複数の要求を掲げていることからしても,解放令反対 ｢-挟｣というように特定の要求の
みをとり出して捉えるべきではない｡第二に注目されるのは,幕藩制的身分意識にもとづ



































































表 6 広島県 ｢一撲｣における被攻撃者の内訳
､､階層郡名 ＼-､＼公機関 年寄 割庄屋 庄屋 組頭 長百姓 社 倉支配役 その他役 人 百姓
商人 不明 計広島市中沼 田安 芸佐 伯山 県高賀 茂一一▲一 ′｣L,尚 呂三 硲吹 12 12 51436 14135 132 21 21 231 41 264 812
361412972苗 蘇
一じーヽ 4 3 12 4 3 29奴 可三 上世 羅甲 奴御 調豊 田 1 2
7 4 ll3
120計 5 10 40 62 10
廃藩置県と民衆 (谷山)
表7 福山県 ｢一棟｣における被攻撃者の内訳
＼ ＼ 内訳郡名 ＼■､＼ 区 数 士 族(官員) 村 方 役 人 その他 計戸 長 副 役 組頭 .
前庄屋 小 計深 津 25 秤
軒 軒 軒 軒 軒 秤
ll1 5 1 3 9 5 2
5沼 隈 23 19 12 1
32 9 41芦 田 13 9
7 4 20 32 52品 治 10
6 6 4 16 ll 28安 那
神 石 196 2 2 4 10





たように,当 ｢-挟｣は新政反対 ｢-挟｣としての性格を有しており,姫路県下の ｢-挟｣では
,｢太政官朝敵 卜申旗｣が掲げられ41),広島県下の ｢-挟｣では,｢広島御城二天朝菊ノ御紋附之
御幕皆々おろし,当国様御印附御幕張替｣42)｢国境ノ領分建石,先規ノ芸州領之建石 卜












い｡ 近年,近世の ｢百姓-漢の作法｣に関する研究の一環として ｢百姓-挟と得物｣について
の研究が進み,兵農分離の体制下,-挟勢が携えた得物は鍬 ･鎌といった生産用具 (農具･野具)
を中心とするものであったことが明らかにされてきた48)｡これとは対照的

































｢-挟｣の際にも,広島 ･松山 ･高松 ･福
山･姫路 ･生野 ･岡山の7県下で焼打が実
表8 天明7年一撲 (第2次蜂起)の際の被害状況
郡 名 庄 屋 在 町 商 人
計打ちこわし 炊出し 打ちこわ
し 炊出し安 那 4 1 5
品 治 20 1
21芦 田 7 6 3 16
沼 隈 12 7 4
3 26分 5
2 2 9深 津 14
14計 62 16





･未遂 計深 津 秤 軒 柿 秤6
8 ll 25沼 隈























































































































































の史料集に収載している広島 ･吉田 ･大洲 ･松山 ･福山 ･飾磨 ･岡山の7例だが,そのなかで,





















































年にも新政反対 ｢-挨｣が多発しているが,それらの ｢-撰｣は ｢血税-挨｣の語に象徴され
るように流言をバネに発生したものが多く96),5年12月～6年1月の大分県 ｢-挟｣,6年6
月の鳥取県 ｢-挟｣･福岡県竹槍 ｢-挨｣のように旧知事再任要求を含むものもけっこう存在

















7) 佐々木潤之介 『幕末社会論』,同 『世直し』,同 ｢幕末の社会情勢と世直し｣(新版 『岩波講座日
本歴史』13<近世5>所収),など｡
8)安丸良夫 『日本の近代化と民衆思想』,広田昌希 『文明開化と民衆意識』,佐竹昭広 『酒呑竜子異
聞』,川村邦光 『幻視する近代空間』,今西一一｢新政反対-操と民衆的想像力｣(『花園史学』12),
など｡なお,広田氏は,当 ｢一校｣を含む新政反対 ｢一校｣を ｢文明への反乱｣として位置づけら
れている (前掲書187頁)｡






<広島> 高畠主孝 ｢武一騒動に関する一考察｣(『芸備地方史研究』12),武井博明 ｢明治四年-一
漢における武一の階級的基盤｣(同67),有元正雄 ｢広島県における明治期の農民闘争｣(同74･
75),一色征忠 ｢明治四年-漢 (武一騒動)の-史料をめぐって｣(同91),豊田寛三 ｢広島藩に
おける 『世直し状況』と 『武一騒動』｣(佐々木潤之介編 『村方騒動と世直し』下所収)｡
<福山> 有元前掲論文,頼棋- ｢『世直し』情勢下の 『支配』の特質と諸階層の動向｣(前掲 『村
方騒動と世直し』下所収)｡
<大洲> 景浦勉 ｢明治四年の大洲農民騒動について｣(『伊予史談』176),同 『伊予農民騒動史
話』｡
<松山> 景浦前掲書,高市光男 ｢久万山 ･久米騒動の展開｣(『愛媛近代史研究』6)｡
<高知> 小野武夫 ｢土佐の脂取一校｣(『維新農民蜂起講』所収),平尾道雄 『土佐農民一校史考』 ｡




人 文 学 報
｢明治四年生野県-操について｣(『部落解放研究』56),今西- ｢『解放令』と農民闘争｣(『部落
問題研究』106)｡








































































47) 福山 県下の ｢-挟｣の場合を例にもう少し述べておくと,前掲 ｢国家抑はしら｣に ｢当度之義
(戸 長 ･副 役 )
ハ戸副を悪 ミ乱妨か主と相成候｣｢戸長副役之家毎無難家稀なり｣といった記事が兄い出され,焼
打にあった家のうち官員を除く大部分が戸長 ･副役の家である (本文参照)｡
48) 斎藤洋一 ｢武州世直し-挟のいでたちと得物｣(『学習院大学史料館紀要』創刊号),薮田貰 『国
訴と百姓-漢の研究』後篇第1･2･4章｡








人 文 学 報
55) 福山市芦田町宮崎家所蔵 ｢永代記録｣に,｢官員役家ハ皆悉焼払可申気合｣とある｡






































































































































































































































































































































































































































菅 田 相 手 津 村 森 山 村
蔵 川 村 宇和川村 大 谷 村
大 竹 相 成 野 村 中居谷村
奈良野村 弛 巻 村 名荷谷村










































































































































































































































































































御キ､ト､サ 遊サレ,猶又今日久シク相親ミシ大名 卜万民 卜直二御引ハケアリテハ,愚昧
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説 諭
戸籍人別吟ノ事









































































































































人 文 学 報
迄ノ通リニセヨト御布告書ハ去ル七月二十九日二着致シタルナリ,ソノ御本書ハ県庁ニ




























































































<付記> 本稿は,京都大学人文科学研究所 (｢明治維新期の研究｣班)での研究会,広島近世 ･近
代史研究会,奈良歴史研究会,での報告内容を原稿にしたものである｡様々な貴重な御意見をいた
だいた関係各位にこの場をかりてお礼申し上げたい｡また,1988年度からの3年間は,当研究所の
研究会に客員 (助教授)という形で参加させていただいた｡それについて格別の御配慮をいただき,
今日も種々御教示いただいている佐々木克先生をはじめとする研究所の皆様,研究班の方々に,莱
筆ながら心よりお礼申し上げたい｡
- 186-
